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＜外来情報＞

下館　史拓様：前回初診されてから服薬開始しているがその後より眠気が強く出たとの事で服薬開始から2日後にはほぼ昼夜逆転となっていた様子。外来に相談されることはなくそのまま服用を続けていた。学校は休んでいた。本日受診され今後内服薬はOFFとし睡眠覚醒パターンを確認し、そこで再度服薬調整していく事としている。

大久保　さら様：両腕に細かい発赤あり。触るとザワザワした疼痛もあるとの事。今後症状が続くことがあれば神経内科へ紹介していく事としている。

羽瀬久四郎様：本日受診相談あり急遽受診。9/5よりイクセロンパッチ4.5㎎→9㎎へ増量しているがその後より胸苦、呼吸苦の訴え夜間叫んだり突然怒ったりするという。また記憶に関して突然忘れて怒鳴る事もあるとの事。受診し胸苦・呼吸苦に関しては毎回受診じ話されているので精神的なところからくる問題として御家族様へ説明。またイクセロンパッチに関しては量を4.5㎎へ減量し不穏時にはセロクエル(25)１Ｔ服用する様指示出ている。

＜通所利用患者様の情報＞

田名部　一樹様：本日定期採血実施。最近の生活リズムとして20：00～2：00の睡眠量であり覚醒後はゲームなどして遊んですごすという。自ら生活リズムが乱れているのでは？と話されている。覚醒するのは暑さとの事でしばらく様子見る事としている。

駒木　洋士様：低血圧が最近気になると話されている。診察時の血圧108/64㎜Hg。さほど低くない為家でも血圧を測定するよう説明する。

関　秀治様：両目の充血（特に右側）あり掻痒感訴えある為Az点眼液処方となっている。

＜入院情報＞

本日入院2名ありました。

松林　政道様：29歳。躁うつ病、アルコール依存症。

平成24年3月26～平成24年7月31日（当院入院3回）

平成24年7月31日当院退院後は八戸市内にて単身生活となり、当院へ週に1回の通院、週に5回の就労移行支援事業「うみねこ幸房」(就労移行支援)の利用、週に5回の精神科ナイトケアの利用、地域活動支援センター「青明舎」の利用(活動室の利用、月1回の自宅訪問)を行っていた。9月入り、体調不良を訴え呂律不良がみられ、飲酒については認めないことから、服薬調整を行っていた。9月5日うみねこ幸房職員より飲酒している状況であること情報提供があり、9月6日22：10救急隊員より当院へ連絡があり、搬送受診依頼あるが、外傷・身体処置が優先であることから、八戸赤十字病院を受診している。本日家族様付添い本人入院治療を希望され、当院4回目の入院となる。
入院期間：2～3週間

持参薬なし。当院より9/7昼より処方あり4日分

点滴（ヴィーンD500ml・ダイビタミックス1A　/2本）3日分

上野　康弘様：36歳。アルコール依存症。
当院4回の入院歴あり。H24.8/17退院後は退院してすぐに再飲酒し連続飲酒となっていた。

8/31初外来時も受診されることはなく、こちらから電話連絡し「用事があり来れない」という返事を頂いていた。同日夕方突然来院され8/29飲酒運転し交通事故を起こしている。警察署に事情徴収され診断書の提出を求められたとの事で来院され診断書作成し帰宅している。

本日急遽診察希望の電話あり受診。顔面には擦過傷内出血の跡が無数あり。その後も飲酒は続いていたとの事で一昨日アルコールを購入しようと家を出た所階段にて転倒。顔面の傷はその時できたものだという。本日本人様よりアルコールを断ちたいとの希望あり。11：15西Aユニットへ任意入院となっている。最終飲酒は一昨日を本人述べている。受診時酒臭、歩行時のふらつきはない。

治療プログラムに関して
普段のプログラムではなく少し違ったアプローチのプログラムを導入するよう指示あり。

来週末より導入予定。カンファレンスで話し合いの場を設け立案願います。
＜新患予定＞

■H24.9.10（月）受診予定　鈴木　文代様（75）

現在市内にある「山崎内科」がかかりつけ医となっており、そこから認知症の専門医療を行っている当センターへ紹介され相談に至る。数年前に脳梗塞（相談者曰く“つまった”と表現）を2回発症し、八戸赤十字病院へ入院している。その頃から記憶障害等の認知症症状はあったが、ここ数日間に独語や妄想（若い頃、夫が近隣の女性と関係があったなど事実ではないことを話すこと）がひどく、その相手をしている夫が対応に困っているとのこと。現在月・水・金曜にデイサービスを利用しており、利用開始する際に書いてもらった書類には認知症と書かれていたことはあったが、正式に“認知症”と言われたことはない。
